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1. はじめに 

近年，コンクリートの材料の多様化により材料や配合が異なっても同じスランプ値を有するコンクリートを

製造することは可能となっている．スランプ値は同一であっても，動的な挙動，特に振動時におけるワーカビ

リティーが異なるコンクリートは無限に存在することが示唆 1)されている．静的な材料分離であるブリーディン

グの発生においてもこれら振動時の履歴の影響を受けることが予測されるが，現在の JISの試験方法では振動条

件は含まれておらず，それらの十分な検討は行われていない．そこで，本研究では同一フローのフレッシュモ

ルタルに対して，振動条件下においてブリーディング水の発生にについて，フレッシュ性状とともに検討した． 

2. 実験概要 

2.1 モルタルの配合条件及び使用材料 

モルタルの配合は，W/Cを 55%，S/Cを 2.5 とし，初期の目

標フロー値を 110±5mm，目標空気量を 8.0±1.0%に設定した．

細骨材は玄海灘産海砂（海砂）と下渕産砕砂（砕砂）を使用

し，混和剤はリグニンスルホン酸系の AE減水剤を使用した．

細骨材は 3種類の粒度（中目，粗目，細目）を使用した．図

-1と表-1に細骨材の粒度分布と物理的性質を示す． 

2.2 試験項目及び試験方法 

フレッシュ性状試験では，フロー試験，空気量試験，回転

粘度計試験，振動ロート試験，羽根沈入試験を行った．振動

ロート試験は，テーブル振動台の上に治具と共に固定した J10

漏斗に試料を詰め，振動（40Hz）をかけた際に試料が完全に

流下する時間を測定した．羽根沈入試験は，既往の研究 2)を参

考に，試料を容器に詰めて羽根沈入式粘度計により塑性粘度を

測定した場合（振動なし）と試料を容器に詰め後，振動

（40Hz）を付与しながら羽根沈入式粘度計で測定した場

合（振動有り）で検討した． 

ブリーディング試験は，既往の研究 3)を参考に細骨材

用単位容積質量測定容器（2l）を使用し，容器に試料を 1

回（1 層）で詰め，突き棒で 15 回突いた後，木槌で数回叩いて測定する場合（振動なし）と，同様に容器に試料

を 1回で詰めた後，テーブル振動台(40Hz)により 30秒間加振した後に測定する場合（振動有り）で検討した．振

動有りについては，同様の条件で棒状バイブレータ（40Hz）を使用した場合，容器に試料を 2回（2 層）に分け

て詰め，振動を行う場合も検討した．ブリーディング水の測定は，JIS A 1123 に準拠して行った． 

3. 結果及び考察 

表-2にフレッシュ性状とブリーディング試験の結果，図-2と図-3に海砂と砕砂のブリーディング試験の結果，

図-4に振動条件の違いと容器への試料の詰め方の違いによるブリーディング試験の結果を示す．凝結試験の結 

果から，終結時間が長いとブリーディングの終了時間も長くなるが，ブリーディング量には凝結時間との影響 
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表-1 細骨材の物理的性質 

表-2 フレッシュ性状とブリーディングの試験結果 

図-1 細骨材の粒度曲線 

振動なし 振動有り 振動なし 振動有り 始発 終結
中目 110 8.6 0.099 0.244 180 210 1.50 3.50
粗目 113 7.7 0.316 0.455 270 210 1.15 3.15
細目 107 8.2 0.129 0.148 360 360 2.50 4.50
中目 109 8.3 0.267 0.434 270 240 3.00 6.00
粗目 111 8.5 0.404 0.506 330 240 2.50 5.50
細目 106 8.2 0.233 0.210 300 270 3.00 7.00
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はみられなかった．海砂の試験結果については，細目，中目，粗

目の順にブリーディング量が多くなり，ブリーディング量が最も

少ない細目がブリーディングの終了時間が長くなった．砕砂につ

いても，海砂と同様の傾向を示したが，海砂と比較すると全体的

にブリーディング量が多く，ブリーディングの終了時間は長くな

った．これは細骨材の種類や構成する粒度によって，表面積が変

化し，細骨材表面に保有できる水分量の違いによるものと考えら

れる．振動の有無で比較した場合，振動有りは最終的なブリーデ

ィング量が増加し，終了時間が短くなる傾向にあった．また，初

期の時間におけるブリーディング発生量も多くなる傾向にあった．

これに対し，棒状バイブレータによる振動ではテーブル振動台に

比べ，ブリーディングの発生量及び発生時間が長くなった．また，

試料の詰め方については 2層で試料を詰めて振動を付与したもの

は，振動なしよりブリーディング量は多くなるが，1層に比べてブ

リーディング発生量は少なく，発生時間も短くなった． 

図-5～図-7にフロー値，モルタルの流動性，塑性粘度とブリー

ディング量の関係を示す．フローの伸び量や流下時間については，

フローの伸び量が大きく，モルタルの流下時間が速い場合にブリ

ーディング量が多くなる傾向がみられた．また，塑性粘度につい

ては，塑性粘度が小さいと全体的にブリーディング量は多くなり，

振動を付与すると振動なしに比べ，塑性粘度は小さくなった．振

動なしの塑性粘度塑性粘度の変化量が小さければブリーディング

量は多く，その変化量が大きければブリーディング量は少なくな

った． 

4. まとめ 

同一モルタルフロー値での場合でも，振動条件によってブリー

ディングの発生時間や量が異なることが示された．それらは，振

動時の塑性粘度の大きさに依存する． 
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図-4 振動条件の違いと容器への試料の 

詰め方の違いによるブリーディング試験結果 

 

図-7 塑性粘度とブリーディング量の関係  

図-6 振動時のモルタルの流動性と 

ブリーディング量の関係 

図-5 フロー値とブリーディング量の関係  
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図-3 砕砂のブリーディング試験結果 図-2 海砂のブリーディング試験結果 
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